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運動方程式は速度 u(uX,uy,uz),温度 0に対して Boussinesq近似の範囲で,










ux -∂〆 2,uyニ ー ∂zC1-∂xE2,弘Z-∂yl1･ (4)
さらに(1,(2,0を容器の壁で所要の境界条件をみたす適当な直交函数系で展開して, その

























起 して非周期的運動 を発生するとい う典型的なカオス-の径路を示す｡












B昌nard対流系の容器のアスペクト比 (縦横比 )とレ- リー 数を変化させることにより, 2
っのモード(Oscillatorymodeと Stationalymode)の不安定性が競合するパラメーター
領域を兄い出した｡そのような領域では,分岐理論で Codimension2の分岐と呼ばれる,
より高次元の分岐現象の存在が理論的に予測されており,Codimensionlの分岐に比べ非常
に豊かな構造を持つとされている｡一般に解の localな分岐に加えて,系の非線形性のglobal
な性質が組み合わされ様々のカオスが生ずることは,よく知られている｡Codimension2の
分岐は localな現象であるが,非線形性と大域的性質を考慮したとき,どのようなストレンジ
･アトラクターが生ずるかは興味ある点である｡その意味でこれは,より複雑なカオス現象,
より高次元のアトラクターに対するアプローチの第 1歩である｡
B6nard対流系でレ- リー 数を上昇させてゆくと,系は最適な波長を選択するため,有限系
ではロールの個数が変化する｡この転移には,ヒステリシスの伴う場合と伴わない場合がある
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